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研究成果の概要（和文）：味覚感受性の経年的変化を計測するために「畿央大学式味覚テスト」を開発し、3歳から90
歳までを対象に味覚検査を行った。試料は閾値濃度付近の5段階の5基本味を蒸留水に溶解して作成した。さらに改良版
の開発を行った。
動物実験では、幼若ラットがフレーバー嗜好学習及び嫌悪学習を獲得する能力があることを明らかにした。また、甘味
溶液の濃度上昇とともに、嗜好性から嫌悪性に変わること、幼若期の学習は、溶液の低濃度、高濃度にかかわらず成熟
するまで学習を記憶しており、離乳直後の幼若期の食経験が成長後も持続することの一端を実験的に明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In human studies, as for a convenient method of measuring taste sensitivity, the 
“Kio’s Taste Test” has been developed. The simultaneous questionnaire survey suggests a relationship 
between food preference and taste sensitivity at different age groups.
In animalexperiments, the present study examined whether weanling animals can acquire associative memory 
for reward and retain it several weeks later. The reasons for rejection of high-concentration sucrose by 
weanling rats are also discussed. The present study showed that weanling rats established a conditioned 
flavor preference or aversion depending on the concentration of associated sucrose and retained it in 
adulthood, indicating that feeding experience in the weanling period is important in influencing later 
dietary preferences.

研究分野： 複合領域、生活科学、食生活、食行動
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  １版



１． 研究開始当初の背景 

味質の違いによる嗜好性はよく知られているが、

味覚の感受性（閾値）には、個人差や性差、同一

個人であっても経年的変化があるとされ、嗜好性

の差を生じさせている可能性がある。しかし、こ

の点は綿密な科学的データによる裏付けが乏しい

ため憶測の域を出ない。 

 一方、食べ物の嗜好性に及ぼす学習効果は食物

（あるいは、味覚、フレーバー）嗜好学習や同嫌

悪学習としてよく知られている（Sclafani、2004）。

しかし、未解決の問題は、脳機能が大人ほど発達

していない幼児期に食べ物の嗜好学習が可能かど

うか、可能であった場合、それが長期に記憶にと

どめられ、成人なってもその嗜好性が保持される

のかどうかという点である。 

 味覚感受性の経年的変化や個人差などを基礎と

して、学習効果を利用しつつ食の嗜好性を高める

方策を確立することは食育の推進や生涯を通じて

の望ましい食習慣の形成のための科学的基盤とも

なり、極めて重要である。 

（１）味覚閾値が幼児期から老齢期に至るまでど

のように変化するのかを同一の方法で詳しく調べ

た科学的研究は報告されていない。 

 

（２）味覚と年齢の関係でよく引用される従来の

報告は、４基本味について調べたものであり、5基

本味の１つである「うま味」に関する年齢横断的

閾値測定がなされていない。 

 

（３）味覚測定法の開発をほぼ完成しているため、

高齢者福祉施設などでも簡単に味覚検査を実施す

ることが可能で、個人ごとの味覚感受性の詳細が

その場で分かることから、食欲不振の原因を探る

検査法の 1つとしても活用される。また、年間 20

万人以上とされる味覚障害の患者を予備軍の段階

から見つけることができるものと期待される。 

 

（４）高齢期の食欲低下と味覚感受性との関連を

明らかにすることにより、高齢者の食生活上の問

題点となっている低栄養を回避することにも役立

つ。 

 

２．研究目的 

（１）味覚感受性の定量的な測定法として「畿央

大学式味覚テスト」を開発し、幼児期から老齢期

に至るまでの各年齢層での味覚閾値（検知閾と認

知閾）を測定する。同時に調べる各被験者の食嗜

好調査結果と対応させて、食嗜好性と味覚感受性

の関係を明らかにする。 

 

（２）新しい味覚テスト法として、運搬しやすく、

保存性に優れ、簡便な、溶液を使わない味覚テス

ト改良版を開発する。 

 

（３）食べるという本能行動は人だけに特有のも

のではなく、従来の研究から動物でも基本的に同

じであるとされていることから、食行動の研究に

よく使われる動物として、取り扱いが容易で成長

の早いラットを用いて実験を行う。離乳直後のラ

ットが味と匂いの連合学習を獲得できるか否か、

獲得可能であれば、それが成長後も保持されるの

か否かを調べる。 

 

３． 研究の方法 

（１）味覚感受性の測定 

3歳から 90歳までを対象に味覚検査を行った。試

料は閾値濃度付近の 5段階の 5基本味を蒸留水に

溶解して「畿央大学式味覚テスト Kio’s Taste 

Test(KiTT)」を作成した。濃度の薄い方から順に

味わい、味の評価を用紙に記入させ認知閾を求め

た。また併せて味覚に関するアンケートを実施し

た。 



（２）改良型味覚テスト法の開発  

保存性があり、溶液を用いない新しい味覚検査

法の候補としてラムネを用いた味覚検査法を開発

した。味覚検査用ラムネを薄い濃度から順に味わ

い、味の評価を用紙に記入し、味覚感度と認知閾

を求めた。併せてラムネの味覚検査法に関するア

ンケートを実施し、回収した。ラムネの濃度は 3

段階で検査を行った。 

 

（３）嗜好学習の獲得とその保持 

実験 1では、実験開始時 3週齢の Wistar系雄

性ラットを用いて、1日 15分間 6日連続のフレ

ーバー学習獲得操作を行った。各群のラットの半

分に、奇数日にはグレープの香りづけをした水

（蒸留水）（CS-）を与え、残り半分のラットには

グレープの香りづけをしたショ糖溶液（CS+）を

与えた。偶数日には、（CS-）を体験したラットに

はチェリーの香りづけをしたショ糖溶液（CS+）

を、（CS+）を体験したラットにはチェリーの香り

づけをした水（CS-）を与えた。その後の 4日間

はテスト期間とし、グレープの香りの水とチェリ

ーの香りの水を 2ビン法として与え、摂取量を測

定した。各群には 2％、10％、20％、30％のショ

糖溶液のそれぞれを CS+として用いた。実験 2で

は、実験 1で用いた 3週齢のラットを 20週齢ま

で成長させた後、同様にグレープの香りの水とチ

ェリーの香りの水の摂取量を2ビン法で測定し

た。実験 3では、実験開始時3週齢と 8週齢と

20週齢のラットに、30％のショ糖溶液を CS+とし

て用いた。 

実験4では、実験3終了後に引き続き、2％ショ糖

溶液と30％ショ糖溶液を2ビン法で与えるショ糖

溶液の選択実験を行った。 

 

４． 研究成果 

（１）味覚感受性の測定 

幼児は他の年代と比較すると味覚感受性が高い

にも関わらず、全ての味で幼児の正解率は低かっ

た。幼児は語彙力が乏しいので味は認知している

が、何味かを表現することができなかったと考え

られる．   

一般的には味覚感受性は老化に伴い衰えるとい

われているが、60 歳以上とその他の年代(幼児除

く)では差は認められなかった。うま味の正解率が

年齢上昇と共に高くなるのは、うま味そのものを

味わう食経験が影響しているのかもしれない。ま

た、全ての年代でうま味の正解率が他の味と比較

すると最も低くなった。塩味，酸味，甘味，苦味

は味そのものを味わう機会があるが、うま味はみ

そ汁等に入っているだし汁などで、だし汁のみや、

うま味のみを味わうことは、ほとんどないことが

一因と考えられる。 

食べ物を嫌いになった時期は、幼児期 24%，小

学生低学年 38%，小学生高学年 16%で小学生以下

が 70%以上を占めていた。食べ物の好きな理由，

嫌いな理由は共通して、味やにおい、食感などで

あった。食べ物の好き嫌いは、味やにおい、食感

などに影響され、大部分が小学生までに決定され

ることから、子どもの時期の食育が重要であると

いえる。 

 

   

図 1 畿央大学式味覚テスト  

 

（２）改良型味覚テスト法の開発 

本学には独自の畿央式味覚検査法があり、基本五

味の味覚閾値を評価しているが、これに代わるも



のとして、簡便で保存性に優れ、運搬しやすいも

のとしてラムネの味覚検査法を開発した。先行研

究のラムネの味覚検査では、「粉臭い」という意

見があったが、蒸留水による洗浄により改善され

た。ラムネの濃度については、五味全てで、濃度

①から③の順で味覚感度、正解率ともに上がって

おり、改善した濃度は適切であったと考える。5

段階の濃度を検査で用いるのは、被験者に負担で

あるため、濃度を 3段階に設定した結果、大人も

子どもも、安心して楽しめるという評価が得られ

た。しかし子どもでは量が多いという意見があ

り、今後検討する必要がある。 

  

図 2 開発中の味覚テスト 

 

（３）嗜好学習の獲得とその保持 

実験１では、2％ショ糖溶液と 10％ショ糖溶

液に連合された香りを有意に好み嗜好学習を獲

得し、30％ショ糖溶液に連合された香りを有意

に嫌い、嫌悪学習を獲得した。ショ糖溶液の濃

度上昇とともに、嗜好性から嫌悪性に変わるこ

とが示唆された。 

実験 2では、学習効果は成長後も保持してお

り、成熟期の食行動に影響を及ぼすことが示唆

された。実験 3では、20週齢ラットでは、先行

研究の結果と同様に、30％のショ糖溶液と連合

した香りを好む傾向にあり、8週齢ラットで

は、嗜好比が 43％と弱い嫌悪傾向が見られ、年

齢増加に伴い嫌悪学習から嗜好学習への移行、

すなわち年齢依存型移行を示した。 

 

図 3 3週齢ラットにおけるフレーバー嗜好学習 

獲得態のテスト 

 

図４ 20週齢ラットにおけるフレーバー嗜好学 

習獲得状態のテスト 

 

実験 4では、3週齢ラットと8週齢ラットは

共に、30％ショ糖溶液に比べて 2％ショ糖溶液

を有意に好んだ。しかし、20週齢ラットでは、

2％ショ糖溶液よりも 30％ショ糖溶液を好む傾

向が見られ、実験 3を裏付ける結果となった。 

 

 

 

 



 

図 5 3週齢、8週齢、20週齢ラットにおけるフレ  

ーバー嗜好学習獲得状態のテスト  

 

離乳直後の幼若ラットであっても、味覚と嗅覚

の連合による嗜好学習や嫌悪学習を獲得する能

力があることが示されたことから、このような

早い時期にすでに学習に必要な扁桃体などを含

む神経基盤が機能しているものと思われる。本

研究により、生きていくために欠くことのでき

ない摂食行動、とくにその嗜好性行動は、幼若

期の食習慣により影響されることが実験的に明

らかになり、成人期のより良い食習慣のために

も、幼児期の食生活が非常に重要であることが

強く示唆された。 
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